
 

 

卒 寿 を 迎 え て 

 

                石 原 靖 造 

 

この 10 月 4 日に無事卒寿を通過しました。同期の皆さんも今年中には全員迎

えられる事と思います。 

今日は少し自慢たらしいお話で恐縮ですが、同期のよしみに免じてお許し頂け

ればと思います。 

 

以前にも少しお話させて頂きましたが、1978 年（昭和 53 年）にゴルフ場富士

カントリー笠間倶楽部のオープンと同時に発足しました同好の会“ニチメン笠

間会”は 46 年の月日を経て、今尚走り続けており、この 10 月 19 日には記念す

べき第 365 回目の大会を終えました。 

“90 年生きた内の一年間は毎日ゴルフしてたんだ”これを言いたかったのです

が、そんな遊びほうけた奴のたわ言は聴きたくないとのお叱りは、甘んじて受

けるつもりでいます。 

成績表が上がって来ましたが、我が目を疑いました。毎回ブービーかメーカー

かの自分が今回は参加者が少なかった事もあり、何と準優勝だったのです。（写

真） 

 

この日は準優勝の賞金

だけでなく、仲間の皆さ

んから祝意のネーム入

りゴルフボールを 1 ダ

ースも贈って頂きまし

た。（写真） 

 

こんな大事なボールを

ミスショットで池ポチ 



 

 

 
 

ャでもしようものなら、悔しくて眠れないだろうと思い、当分は手元で温める

事にしました。 

 

この様にお盆と正月が一緒に来た気分は一生の記念になると皆さんに感謝し

ています。 

この夏には炎天下のゴルフに三度挑戦しましたが、三度とも途中でダウンでし

た。もう無理は出来ない事分かっていますが、出来る限り会の発展に尽くした

いと思っています。幸い次世代組も控えてますし、“ゴルフ場ある限り、笠間会

はある”なるモットーは何時までも生き続けると思っています。 

今日は年寄りのたわ言にお付き合い頂き有難う御座いました。 

 

   令和 6 年 10 月 23 日           （完） 

 

                 

 


